
伊那市民憲章（素案）伊那市民憲章（素案）伊那市民憲章（素案）伊那市民憲章（素案）    
前前前前        文文文文    

私たちのふるさと私たちのふるさと私たちのふるさと私たちのふるさと伊那市伊那市伊那市伊那市はははは、南アルプスと中央アルプスの雄大な山々、南アルプスと中央アルプスの雄大な山々、南アルプスと中央アルプスの雄大な山々、南アルプスと中央アルプスの雄大な山々

に抱かれ、天竜川と三峰川の流れる豊かな自然のもと、人々はに抱かれ、天竜川と三峰川の流れる豊かな自然のもと、人々はに抱かれ、天竜川と三峰川の流れる豊かな自然のもと、人々はに抱かれ、天竜川と三峰川の流れる豊かな自然のもと、人々は歴史を歴史を歴史を歴史を築築築築

き、文化の花を咲かせ、産業を育んでき、文化の花を咲かせ、産業を育んでき、文化の花を咲かせ、産業を育んでき、文化の花を咲かせ、産業を育んできましたきましたきましたきました。。。。    

        私たちは私たちは私たちは私たちは「いきがい」「働きがい」のあるまちをつくり、平和で希「いきがい」「働きがい」のあるまちをつくり、平和で希「いきがい」「働きがい」のあるまちをつくり、平和で希「いきがい」「働きがい」のあるまちをつくり、平和で希

望にみちた伊那市を創造するため、ここに望にみちた伊那市を創造するため、ここに望にみちた伊那市を創造するため、ここに望にみちた伊那市を創造するため、ここに市民憲章を定めます市民憲章を定めます市民憲章を定めます市民憲章を定めます。。。。     ※説明：前文は、伊那市らしさ（自然環境、歴史、文化等）を表現し、市民ひとり一人が主体になって伊那市のまちづくりに携わり、伊那市のまちづくりに参画するために、市民憲章を定めることを宣言しました。 
 

 

唱唱唱唱    和和和和    文文文文    

    

【自然・環境】 
美しい自然を愛し、住みよい環境を守ります。美しい自然を愛し、住みよい環境を守ります。美しい自然を愛し、住みよい環境を守ります。美しい自然を愛し、住みよい環境を守ります。     ※説明：伊那市が誇る豊かな自然と共生するとともに、清潔で住みよい環境づくりに努めることを表しました。   

【伝統・文化・教育】 

歴史と文化を大切にし、心豊かな人を育みます。歴史と文化を大切にし、心豊かな人を育みます。歴史と文化を大切にし、心豊かな人を育みます。歴史と文化を大切にし、心豊かな人を育みます。     ※説明：先人が築いた歴史や伝統文化に親しみ、教養を深めるとともに、新しい文化を創造することを表しました。   

資料１ 



 

 

【福祉・地域】 

人のつながりを大切にし、思いやりの輪を広げます。人のつながりを大切にし、思いやりの輪を広げます。人のつながりを大切にし、思いやりの輪を広げます。人のつながりを大切にし、思いやりの輪を広げます。     ※説明：誰もが安心して暮らしやすいまちにするため、優しさや思いやりをもって助け、支え合う共助の大切さを表しました。 
 

 

【健康・働く】 

心もからだも健やかに、明るい家庭と職場をきずきます。心もからだも健やかに、明るい家庭と職場をきずきます。心もからだも健やかに、明るい家庭と職場をきずきます。心もからだも健やかに、明るい家庭と職場をきずきます。     ※説明：心身ともに健康であることに努め、いきいきと暮らし、いきいきと働く喜び表しました。   
【平和・安心安全】 

かけがえのない命とかけがえのない命とかけがえのない命とかけがえのない命と、、、、平和への願いを伝えます平和への願いを伝えます平和への願いを伝えます平和への願いを伝えます。。。。     ※説明：平和な社会、安心安全な暮らしはすべての人の願いであり、一人ひとりの命を尊重し平和な暮らしを願い伝えることを表しました。 

 

 

後後後後        文文文文    

    

行く川の水はさやけく、山なみに星美しき、伊那はまほろば行く川の水はさやけく、山なみに星美しき、伊那はまほろば行く川の水はさやけく、山なみに星美しき、伊那はまほろば行く川の水はさやけく、山なみに星美しき、伊那はまほろば    

このまちに生きる喜び、このまちに香る文化を、ともに語らんこのまちに生きる喜び、このまちに香る文化を、ともに語らんこのまちに生きる喜び、このまちに香る文化を、ともに語らんこのまちに生きる喜び、このまちに香る文化を、ともに語らん    

このまちの平和を願い、人々の夢を託して、市民憲章このまちの平和を願い、人々の夢を託して、市民憲章このまちの平和を願い、人々の夢を託して、市民憲章このまちの平和を願い、人々の夢を託して、市民憲章    

 ※説明：後文は、他団体の憲章には見られない構成ですが、伊那市が情緒豊かに表現されていること、また、市民憲章の独自性も高まることから、委員会において検討しました。 誰もが“ふるさと伊那市”の情景を思い描けるよう短歌を詠い、憲章を結びます。 


